
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Press Release 

日   付    令和 7 年 10月 23日 

担当所属    山梨県立韮崎工業高等学校 

担当者名    教頭  石丸 慎 

連 絡 先      0551-22-1531 

山梨県教育委員会  

第 73 回山梨県高等学校家庭クラブ研究発表大会の開催について 

 ・ 内 容 山梨県高等学校家庭クラブ連盟では、家庭科を実施している高等学校の生徒と教員が主体となり、家庭科

の学習内容の充実を図る活動を行っています。家庭クラブは、生活を科学的に探究し、課題解決力やコミ

ュニケーション力を育み、未来を担うリーダーとして社会に貢献する力を養うことを目的とした研究活動

にも取り組んでいます。このたび開催される「第73回 山梨県高等学校家庭クラブ研究発表大会」は、山梨

県高等学校芸術文化祭の一環として実施されるもので、長い歴史を誇る大会です。県内の家庭クラブ員が

一堂に会し、今年度は4校が研究活動を発表します。多様な考え方や学びに触れることで、各校の家庭クラ

ブ活動のさらなる発展と継承を目指します。 

・ 日 時 令和７年１０月３１日（金）１３：００～１６：００ 

・ 会 場 山梨県立韮崎工業高等学校 韮和文化創造館（１階ホール） 

・ 参加者 県下各高等学校家庭クラブ員生徒（各校１～２名）及び顧問教諭（１名）約70名 

・ 日 程 開会式 １ 開会の言葉 

          ２ 家庭クラブの歌 

          ３ 主催者挨拶  （１）生徒会長 韮崎工業高等学校 鈴木 真奈 

                   （２）成人会長 韮崎工業高等学校 校長 村田 繁 

 ４ 祝辞 （１）山梨県教育委員会 

        （２）山梨県高等学校文化連盟 

        （３）山梨県教育研究会家庭部会 

        （４）山梨県学校農業クラブ連盟 

          ５ 来賓紹介 

研究発表「学校家庭クラブ活動」 

・白根高等学校家庭クラブ 子どもの Well-being 向上に向けて ～我ら「白根っ子」にできること～ 

・塩山高等学校家庭クラブ 備えて安心 防災対策～いつもの食品を災害食に～ 

・富士北稜高等学校家庭クラブ “もしも”のとき、動ける私になる～つながる力、守る未来、地域と築く防災の輪～ 

・身延高等学校家庭クラブ 「自助」から始める私たちの「防災ポーチ」 

       全国大会（三重大会）報告  韮崎工業高等学校 

       閉会式 １ 講評 

           ２ 表彰 

           ３ 令和８年度会長校挨拶（甲府第一高等学校） 

           ４ 閉会の言葉 

※写真掲載不可の生徒には、印をつけます。印については当日説明します。 

※取材に来ていただける場合は、参加校への承諾が必要となるため、 

１０月３０日（木）までに右記担当へ連絡をお願いします。 

 

 

担当者 県家庭クラブ連盟事務局 

 有賀 陽子 

連絡先 電話：0551-22-1531 


